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医科向け

２
面
…
●�

時
論
「
防
衛
費
増
大
と
社

会
保
障
費
削
減
」

　
　
　

●
解
説
「
オ
ン
資
経
過
措
置

の
届
出
方
法
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し　

講師の小畑真氏

・�ポスト2025年も見据えた介護報酬および障害福祉サービス等報酬と
の同時改定であること

・�2025年に向けて地域医療構想の取り組みを進め、「ポスト2025年の
医療・介護提供体制の姿をとりまとめること」

・�「新興感染症への対応」を含む５疾病６事業等の見直しを行う第8次
医療計画が令和6年から開始されること

・�医師の働き方改革として2024年4月に労働時間上限規制等、改正労
働基準法・改正医療法が施行されること

・�医療DXの実現に向けて、医療DX推進本部等において議論が進められて
いること
・�「医薬品の迅速・安定供給体制実現に向けた総合対策に関する有識者検討会」
において、流通、薬価制度、産業構造の検証など幅広く議論し、とりまとめがお
こなわれること
・�プログラム医療機器（SaMD）の評価体系を検証し、今後のありかたについ
て検討が求められていること

・�利用料2割負担の拡大
・�「高所得者」の保険料引き上げ 　⇒　23年夏までに結論

・�老健施設などの多床室の有料化 　⇒　23年度中に結論
・�要介護1・2の訪問通所介護の総合事
業への移行

・ケアプラン作成の有料化
　⇒　3年後に見直し

・利用料3割負担の拡大
・�保険料の給付年齢の引き下げと利用年
齢の引き上げ

・�補足給付の試算要件に不動産を追加
　⇒　引き続き検討

 表１  令和６年度診療報酬改定に向けた検討の基本・背景

 表２  介護保険制度の2024年度の見直しに関する意見

 図  令和６年診療報酬改定に向けた中医協等の検討スケジュール（案）

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度
12月 １〜３月 ４〜６月 ７〜９月 10〜12月 １〜３月

総会

〈専門部会〉

○�診療報酬改定��
結果検証部会

○�薬価専門部会
○�保健医療材料
専門部会
○�費用対効果専
門部会

諮門
答申

（その２）
以降シリーズ

検　討
（専門組織においても議論。保険医療材料専門部会
の下に、SaMD WG（仮）を設置。
※SaMD＝プログラム医療機器）

（その１）
シリーズ

・�第８次医療計画
・働き方改革
・医療ＤＸ

総会に
報告分析・検討

検　討 検　討

Ｒ４年度
調査実施

総会に
報告分析Ｒ５年度

調査実施

23.1.18中医協資料を一部改訂

 対　象 	 医師および医療スタッフ
　※�医療機関に所属される方なら� �

どなたでもご参加いただけます

 申　込 	 北海道保険医会ホームページ
	 又はQRコードから申込

　

政
府
は
昨
年
12
月
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
防
衛

費
の
大
幅
増
を
盛
り
込
ん
だ

安
保
３
文
書
を
閣
議
決
定
し

た
。
27
年
度
に
防
衛
費
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
と
倍
増
の
方

針
で
、
５
年
間
で
防
衛
費
は

約
27
・
５
兆
円
か
ら
約
43
兆

円
へ
と
大
幅
増
額
と
な
る
。

毎
年
約
４
兆
円
の
財
源
が
必

要
と
な
り
約
４
分
の
３
は
歳

出
削
減
で
、
残
り
１
兆
円
強

は
増
税
で
賄
う
方
針
だ
▼
増

税
の
財
源
は
法
人
・
所
得
・

た
ば
こ
３
税
を
充
て
る
予
定

だ
が
、
消
費
税
増
税
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
戦
争

で
の
反
省
か
ら
禁
じ
手
と
し

て
き
た
国
債
発
行
も
打
ち
出

し
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
財
源

を
か
き
集
め
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
▼
過
去
に
医

療
費
増
大
は
財
政
を
圧
迫
し

国
を
亡
ぼ
す
と
い
う
「
医
療

費
亡
国
論
」が
叫
ば
れ
た
が
、

今
回
の
閣
議
決
定
は
身
の
丈

以
上
の
防
衛
力
増
強
で
あ
り
、

財
政
圧
迫
に
加
え
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
あ
り
、

「
防
衛
費
亡
国
論
」と
の
声
が

聞
こ
え
る
▼
防
衛
費
増
強
だ

け
が
国
の
安
全
保
障
で
は
な

い
。
静
か
な
有
事
と
い
わ
れ

る
少
子
化
や
、
平
時
の
安
全

保
障
と
い
わ
れ
る
医
療
も
そ

の
一
環
だ
。
防
衛
費
増
額
の

財
源
と
し
て
医
療
な
ど
社
会

保
障
費
の
削
減
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
本
末
転
倒
も
甚
だ

し
く
、
更
な
る
医
療
費
の
削

減
は
許
さ
れ
な
い�

（
隆
）

開業医のための医療DXセミナー

オンライン資格確認・電子処方箋の
今後の活用方法について

 日　時 

３月４日（土）
受　　付  15：00
セミナー  16：00〜17：30
個別相談  17：30〜18：00

（会場参加のみ）

 形　式 
ハイブリッド開催

（会場：北海道医師会館３階
会議室＋Zoomウェビナー）
※�会場参加は先着30名まで

内　容
第一部　「今後の医療政策と医療DX」　16：00〜16：45
　　　　講師：ＰＨＣ株式会社　本社　医療政策渉外部　安西　敏也　氏

第二部　「医療IT化に係る診療報酬点数について」16：45〜17：00
　　　　講師：北海道保険医会　審査対策部担当事務局　田中　章裕　氏

第三部　「医療DXやウィズコロナに対応した院内設備、院内動線」 17：00〜17：15
　　　　講師：三井ホーム北海道株式会社 コンサルティング事業部　福丸　隆氏　氏

第四部　「病院・クリニックでのサイバーセキュリティ対策」　17：15〜17：30
　　　　講師：三井住友海上火災保険株式会社 北海道支店　主任　林　千夏　氏

 参加費 	 無料

　

1
月
25
日
「
開
業
医
の
た

め
の
公
開
法
律
相
談
会
」
と

題
し
て
実
務
セ
ミ
ナ
ー
ト
ラ

ブ
ル
対
策
編
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て

開
催
し
た
。
講
師
に
は
弁
護

士
・
歯
科
医
師
の
小
畑　

真

氏
を
お
迎
え
し
、
道
内
各
地

か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
・
職

開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
対
策
編

患
者
ト
ラ
ブ
ル
、ス
タ
ッ
フ
問
題
に

�

講
師
が
解
答

労
務
士
、
司
法
書
士
、
税
理

士
、
弁
理
士
）
と
業
務
範
囲

に
つ
い
て
触
れ
た
。

 

「
弁
護
士
は
他
５
士
の
業

務
範
囲
を
行
う
資
格
は
持
っ

て
い
る
が
紛
争
解
決
が
主
な

業
務
で
あ
り
、
他
５
士
は
と

て
も
専
門
性
が
高
い
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
士
業
の
先
生
に

ア
ク
セ
ス
し
た
方
が
よ
り
適

切
な
解
答
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
先
生
方
も
目
的
に

応
じ
た
士
業
の
専
門
職
に
ア

ク
セ
ス
を
し
て
、
う
ま
く
活

用
し
て
欲
し
い
」
と
話
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
簡
潔
な

形
に
話
が
整
理
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
」「
多
種
多

様
な
お
話
は
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
と
声
が
あ
り
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

員
等
53
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
参
加

者
か
ら
事
前
質
問
を
受
け
付

け
、
そ
の
質
問
に
対
し
て
講

師
が
解
答
し
て
い
く
と
い
う

方
式
で
進
め
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

質
問
で
は
「
応
招
義
務
に
つ

い
て
～
①
診
療
時
間
終
了
後

②
診
療
時
間
内
に
専
門
外
の

対
応
」「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
矯

正
な
ど
自
費
診
療
の
契
約
書

の
内
容
に
つ
い
て
」「Google

マ
ッ
プ
へ
の
医
院
の
口
コ
ミ

に
つ
い
て
」「
勤
務
医
の
時
間

外
労
働
に
つ
い
て
」「
職
員
の

解
雇
に
つ
い
て
」「
仕
事
が
早

く
終
わ
っ
た
場
合
、
職
員
に

契
約
時
間
通
り
の
賃
金
を
支

払
う
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
」

「
職
員
へ
の
退
職
金
の
支
払

い
に
つ
い
て
」「
治
療
途
中
で

閉
院
し
た
場
合
の
注
意
点
に

つ
い
て
」な
ど
多
岐
に
渡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
し
て

小
畑
氏
が
法
律
的
な
観
点
を

踏
ま
え
、
明
瞭
に
説
明
し�

た
。

　

最
後
に
士
業
資
格
（
弁
護

士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険

方
向
性
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
る

２
０
２
４
年
度
同
時
改
定

２
０
２
４
年
度
同
時
改
定

　

２
０
２
２
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
は
本
体
が
プ
ラ
ス

０
・
43
％
、
薬
価
・
材
料
が

マ
イ
ナ
ス
１
・
37
％
、
全
体

と
し
て
マ
イ
ナ
ス
０
．
94
％

と
、
５
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
医
療
経
営
難
に
拍
車
が
か

か
っ
た
。

討
論
の
方
向
性

討
論
の
方
向
性

　

中
医
協
総
会
で
は   

表
１  

の
よ
う
な
検
討
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。こ
れ
ら
を
主
要
改

定
事
項
と
し
て
春
か
ら
夏
に

か
け
て
総
論
的
な
、秋
か
ら
は

個
別
論
点
の
議
論
が
行
わ
れ

る
。介

護
報
酬
改
定
の

介
護
報
酬
改
定
の  

方
向
性

方
向
性

　

現
在
、
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
の
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
社
保
審
介
護
保

険
部
会
は   

表
２  

に
示
す

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
。
可

　
厚
労
省
は
1
月
18
日
の
中
医
協
総
会
に
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
議
論
の
進
め
方
の
案
を
提
示
し
た
。
介
護
報
酬
、障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
と
併
せ
、
6
年
に
一
度
の
同
時
ト
リ
プ
ル
改

定
と
な
る
が
、
社
会
生
活
と
医
療
経
営
の
安
定
の
た
め
に
プ
ラ
ス
改

定
を
求
め
る
運
動
が
重
要
だ
。

能
な
も
の
は
２
０
２
４
年
度

改
定
に
盛
り
込
む
と
し
て
お

り
、
利
用
者
負
担
が
一
層
増

す
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
介

護
給
付
費
分
科
会
で
具
体
的

な
運
営
基
準
や
報
酬
単
位
・

加
算
等
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。

今
後
の
検
討
予
定

今
後
の
検
討
予
定

　

   

図  
が
総
会
で
示
さ
れ

た
今
後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
る
。
改
定
結
果
検
証

部
会
、
薬
価
・
医
材
・
費
用

対
効
果
の
各
専
門
部
会
等
で

議
論
等
を
積
み
上
げ
、
予
算

編
成
過
程
で
改
定
率
を
決
定

し
、
２
０
２
４
年
１
月
以
降

に
改
定
の
諮
問
・
答
申
が
行

わ
れ
る
予
定
だ
。

　

政
府
は
５
月
８
日
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の

分
類
を
「
５
類
」
に
引
き
下

げ
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、

医
療
費
の
公
費
負
担
は
期
間

を
限
定
し
、
医
療
機
関
に
対

す
る
補
助
金
も
段
階
的
に
な

く
す
と
し
て
お
り
、
今
後
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
医
療

は
混
乱
を
強
い
ら
れ
る
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
義
務
化
、
保
険
証
の
発
行

停
止
・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

一
体
化
、
働
き
方
改
革
等
、

数
多
く
の
難
問
が
こ
の
期
に

集
中
し
て
い
る
。

　

政
府
は
企
業
に
大
幅
な
賃

上
げ
を
要
請
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
の
賃
上
げ
の
原
資

に
な
る
の
は
診
療
報
酬
で
あ

り
、
政
府
は
そ
の
点
に
も
留

意
し
て
改
定
率
を
決
定
す
べ

き
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
論
に
こ
だ
わ
ら
な

い
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を

求
め
る
。

主催　合同会社保険医サポート北海道　　後援　一般社団法人北海道保険医会
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魚
釣
り
と
は
？
と
の
問
に
、

﹃
釣
り
﹄と
は
、
対
象
魚
に
釣

り
鈎
を
何
ら
か
の
事
象
に
よ

り
口
で
咥
え
て
も
ら
い
、
口

周
り
に
鈎
を
掛
け
て
捕
獲
す

る
狩
猟
（
漁
撈
）
手
段
の
ひ

と
つ
。
と
言
え
、
そ
の
口
に

釣
り
鉤
を
咥
え
て
も
ら
う
た

め
に
︻
反
射
︼︻
闘
争
心
（
威

嚇
・
攻
撃
）︼︻
好
奇
心
（
興

味
・
確
認
）︼︻
食
欲
（
捕
食

行
動
）︼の
４
つ
と
、
お
ま
け

と
し
て︻
記
憶
︼、
計
５
つ
の

刺
激
を
う
ま
く
与
え
る
と
釣

れ
る
確
率
が
上
が
る
と
２
回

に
わ
た
り
説
明
し
た
が
、
今

回
は
そ
れ
ら
の
中
の﹃
反
射
﹄

と
﹃
闘
争
心
（
威
嚇
・
攻
撃
）﹄

を
少
し
踏
み
込
ん
で
考
え
て

み
た
い
。

　

サ
ケ
科
の
仲
間
で
は
よ
り

顕
著
だ
が
、
食
欲
が
特
に
な

い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
視
界

に
フ
ッ
と
入
っ
た
も
の
や
目

前
に
突
然
現
れ
た
り
通
過
し

た
り
す
る
も
の
に
対
し
て
、

思
わ
ず
と
っ
さ
に
反
射
・
反

応
し
て
食
い
つ
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ

を
利
用
す
る
。
こ
の
反
射
を

う
ま
く
刺
激
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
い
ま
ま
で
釣
れ
な

い
と
諦
め
て
い
た
魚
も
手
に

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
。
こ
の
魚
の
反
応
・
釣
り

方
の
こ
と
を
近
年
の
釣
り
用

語
で
は
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
バ
イ

ト
と
言
っ
て
い
る
。

　

釣
り
の
世
界
で
は
集
魚
効

果
の
あ
る
も
の
を
ア
ト
ラ
ク

タ
ー
と
い
う
が
、
例
え
ば
寄

せ
餌
や
集
魚
材
の
こ
と
な

ど
。
ま
た
、
ル
ア
ー
・
フ
ラ

イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
分
野
で

は
目
立
つ
色
や
動
き
で
魚
を

刺
激
す
る
こ
と
を
前
提
に
作

ら
れ
た
ル
ア
ー
や
フ
ラ
イ
自

体
の
こ
と
を
ア
ト
ラ
ク
タ
ー

フ
ラ
イ
、
ア
ト
ラ
ク
タ
ー
的

な
要
素
の
ル
ア
ー
と
言
い
、

自
然
界
で
は
あ
り
得
な
い
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
の
も
の
や
ト
リ

ッ
キ
ー
な
動
き
を
す
る
も
の

が
多
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を

う
ま
く
演
出
す
る
と
魚
が
好

反
応
を
示
す
こ
と
が
あ
り
、

結
果
、
釣
れ
る
！
こ
と
に
繋

が
る
。
当
然
、
目
前
を
う
ま

く
刺
激
的
に
通
過
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
。

　

ま
た
サ
ケ
科
の
話
だ
が
、

サ
ケ
科
の
と
あ
る
種
は
、
鼻

先
の
真
上
流
か
ら
ま
っ
す
ぐ

に
流
れ
て
く
る
も
の
に
対
し

て
、
あ
ら
不
思
議
、
口
を
大

き
く
開
け
て
パ
ク
リ
！
と
や

る
。
こ
れ
は
次
回
の﹃
興
味
・

確
認
﹄
で
踏
み
込
も
う
と
思

う
。

　

サ
ケ
科（Salm

onidae

）

の
オ
ス
は
産
卵
期
の
メ
ス
の

奪
い
合
い
時
に
バ
ト
ル
し
噛

み
付
く
こ
と
が
あ
る
し
、
ア

ブ
ラ
コ
（
ア
イ
ナ
メ

Hexagram
m
osotakii

）

の
仲
間
ら
に
顕
著
に
観
ら
れ

る
よ
う
に
受
精
卵
を
オ
ス
が

見
守
る
の
だ
が
、
そ
の
際
に

卵
を
狙
っ
て
寄
っ
て
く
る
外

敵
を
追
散
ら
す
時
、
体
当
た

り
や
噛
み
付
い
た
り
す
る
。

　

ま
た
、
ア
ユ
を
代
表
す
る

よ
う
に
自
分
の
な
わ
ば
り

（
テ
リ
ト
リ
ー
）へ
侵
入
し
て

く
る
他
魚
を
追
い
払
っ
た
り

す
る
際
、
体
当
た
り
し
、
噛

み
付
き
攻
撃
を
す
る
場
合
も

あ
る
。
こ
の
習
性
を
釣
り
人

側
が
強
く
意
識
し
て
魚
を
刺

激
し
、
フ
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
る

と
い
う
わ
け
だ
。

　

ア
ユ
の
な
わ
ば
り
の
習
性

を
利
用
し
た
、
世
界
広
し
と

言
え
ど
日
本
に
し
か
な
い
独

特
な
友
釣
り
も
あ
る
が
、
こ

の
闘
争
心
を
意
識
し
て
別
魚

種
を
狙
う
場
合
は
ル
ア
ー
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
が
最
適
だ
。

　

例
え
ば
、
ル
ア
ー
を
魚
の

目
前
を
通
す
。
そ
れ
も
ス
レ

な
い
程
度
に
何
度
も
何
度

も
。
そ
の
う
ち
イ
ラ
イ
ラ
し

て
き
て
噛
み
付
く
こ
と
が
あ

る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
嫌

っ
て
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

解
決
策
は
ル
ア
ー
の
サ
イ
ズ

を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
。

12
月
16
日
政
府
は
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」に「
反

撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能

力
）」
の
保
有
を
明
記
し
、

２
０
２
７
年
度
に
は
防
衛

費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
に
増

大
さ
せ
る
と
し
た
。

　

こ
の
直
前
に
は
後
期
高

齢
者
の
一
部
で
窓
口
負
担

が
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
過
去
に
70

歳
か
ら
74
歳
の
高
齢
者
の

負
担
率
が
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
時
に
は
、
６
年

の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
た

が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
や

戦
争
等
に
よ
る
物
価
高
騰

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１

年
足
ら
ず
の
経
過
措
置
で

強
行
さ
れ
た
。
総
務
省
に

よ
る
と
、
高
齢
者
家
計
は

既
に
年
間
27
万
円
も
の
赤

字
に
苦
し
ん
で
い
る
。
公

的
年
金
の
削
減
、
消
費
税

増
税
に
よ
っ
て
貯
蓄
を
切

り
崩
し
生
活
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
政
府
は
国
民

の
生
活
を
何
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

　

政
府
は
さ
ら
に
、
年
収

１
５
３
万
円
以
上
（
約
７

５
６
万
人
）
の
75
歳
以
上

の
医
療
保
険
料
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
。
一
方
、
国

の
医
療
負
担
は
１
３
４
０

億
円
減
少
し
、
防
衛
費
に

ま
わ
さ
れ
る
感
は
否
め
な

い
。そ
し
て
、介
護
利
用
料

２
割
負
担
の
対
象
も
年
収

２
０
０
万
円
以
上
の
後
期

高
齢
者
へ
拡
大
す
る
と
明

言
し
て
い
る
。
全
日
本
民

医
連
調
査
で
は
介
護
の
利

用
者
負
担
の
増
加
で
31
・

５
％
が
家
族
の
援
助
が
必

要
と
答
え
て
い
る
。
結
局

の
と
こ
ろ
現
役
世
代
の
負

担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 　

高
齢
者
の
自
己
負
担
増

大
は
国
民
の
意
識
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
が
賛
成
も

多
い
と
き
く
。
１
９
８
４

年
ま
で
現
役
世
代
は
窓
口

自
己
負
担
ゼ
ロ
で
あ
っ
た

（
家
族
は
５
割
）。
以
降
に

１
割
負
担
が
始
ま
り
、
２

０
０
３
年
に
３
割
負
担
へ

と
な
っ
た
。
高
齢
者
は
２

０
０
６
年
に
ゼ
ロ
か
ら
１

割
と
な
り
現
在
の
状
況
ま

で
改
悪
さ
れ
て
い
る
。
菅

前
総
理
は
「
若
者
の
負
担

を
減
ら
し
」「
支
え
る
側
を

増
や
し
」
と
語
っ
て
い
た

が
、
自
己
負
担
の
増
大
で

対
応
す
べ
き
問
題
な
の

か
。
世
代
間
の
対
立
を
生

み
だ
し
、
持
病
を
持
っ
た

人
に
負
担
を
押
し
付
け
る

形
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
が
１
割
で
も
す
で
に
若

者
よ
り
も
多
く
の
医
療
費

が
か
か
る
こ
と
は
本
会
で

も
示
し
て
き
た
。
２
割
と

な
れ
ば
受
診
抑
制
が
顕
著

と
な
り
、
疾
病
の
早
期
発

見
が
遅
れ
、
医
療
費
の
増

大
に
な
る
こ
と
は
自
明
で

あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
会
は
会

員
お
よ
び
国
民
の
医
療
の

改
悪
を
阻
止
し
て
い
く
。

防
衛
費
増
大
と

社
会
保
障
費
削
減

 図  オンライン資格確認導入の猶予届出書

 表  オンライン資格確認の経過措置について
やむを得ない事情

(1)令和５年２月末までにベンダーと契約締結したが、導入に必要なシステム整備が未完了の医療機関
（システム整備中）
(2)オン資に接続可能な光回線のネットワーク 環境が整備されていない医療機関（ネットワーク環境事情）
(3)訪問診療のみを提供する保険医療機関　　　　　　　　(4)改築工事中、臨時施設の保険医療機関
(5)廃止・休止に関する計画を定めている医療機関　　　　(6)その他特に困難な事情がある保険医療機関

シリーズ　釣りを科学し、哲学する。

第３回『反射』と『闘争心（威嚇·攻撃）』
「釣道楽」発行人　坂田 潤一

解　説

オ
ン
資
経
過
措
置
の
届
出
方
法

猶
予
届
出
書
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

オ
ン
資
原
則
義
務
化
に

オ
ン
資
原
則
義
務
化
に

期
限
付
き
経
過
措
置

期
限
付
き
経
過
措
置

　

厚
労
省
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
１
枚
で
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
で
健

康
・
医
療
に
関
す
る
多
く
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
よ
り
良

い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
な
ど
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
示
し
て
い

る
。
医
療
機
関
は
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
が
原
則
義
務

化
さ
れ
、
更
な
る
導
入
の
加

速
化
を
図
ら
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
今
般
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
の

原
則
義
務
化
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
末
時
点
で
、
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
、
期
限
付

き
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

猶
予
届
出
書
は
支
払
基
金

猶
予
届
出
書
は
支
払
基
金

経
由
で
厚
生
局
に
届
出

経
由
で
厚
生
局
に
届
出

　

１
月
27
日
の
厚
労
省
通
知

に
よ
れ
ば
、
経
過
措
置
の
対

象
に
な
る
医
療
機
関
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支

払
基
金
」）を
経
由
し
て
、
北

海
道
厚
生
局
に
猶
予
届
出
書

を
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
令

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
原
則
義
務
化
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
関
す

る
経
過
措
置
の
詳
細
や
届
出
方
法
、
猶
予
届
出
書
の
様
式
等
が
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
に
て
示

さ
れ
た
。
内
容
を
概
説
す
る
。

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
届

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
た
。

　

経
過
措
置
対
象
の
医
療
機

関
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
経
過
措
置
に
つ
い
て
⑴

～
⑹
の
類
型
」
表
に
必
要

な
書
類
を
添
付
す
る
。
た
だ

し
、や
む
を
得
な
い
事
情（
書

類
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
す
る
機

能
等
を
有
し
な
い
場
合
を
含

む
）
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類

が
添
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、

届
出
後
速
や
か
に
必
要
な
書

類
を
支
払
基
金
経
由
で
北
海

道
厚
生
局
へ
提
出
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

届
出
方
法
の
詳
細

届
出
方
法
の
詳
細

（（
オ
ン
ラ
イ
ン・郵
送

オ
ン
ラ
イ
ン・郵
送
））

　

医
療
機
関
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
届
出
す
る
場
合
は
、
支
払

基
金
が
運
営
す
る
「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
医
療
機
関
等

向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の

フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
届
出
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
記
フ
ォ
ー
ム
よ
り
届

出
・
資
料
の
添
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
紙
媒
体
の
猶
予

届
出
書
を
支
払
基
金
に
送
付

す
る
。
猶
予
届
出
書
の
様
式

は
、
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
等
に
お

い
て
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
留
意
事
項
と
し
て
、
猶

予
届
出
書
のExcel

フ
ァ
イ

ル
に
は
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
機

能
等
が
入
っ
て
お
り
、
医
療

機
関
側
で
セ
ル
の
追
加
・
削

除
等
を
行
わ
な
い
こ
と
、
郵

送
で
送
る
場
合
は
封
筒
の
表

面
に
赤
字
で
「
猶
予
届
出
書

在
中
」
と
記
載
す
る
こ
と
等

が
あ
る
。

　

届
出
方
法
・
内
容
に
不
備

が
あ
る
猶
予
届
出
書
は
、
有

効
な
届
出
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ず
、
ま
た
、
紙
媒
体
に
よ

り
届
出
を
行
っ
た
場
合
、
内

容
の
不
備
等
に
係
る
確
認
に

特
に
時
間
を
要
し
、
補
正
の

求
め
等
に
遅
れ
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
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数
年
前
よ
り
自
宅
の
庭
の

土
を
耕
し
、
家
族
で
家
庭
菜

園
を
始
め
た
。
な
ぜ
始
め
た

か
と
い
う
と
、
１
つ
目
は
農

薬
等
の
心
配
が
な
い
安
心
安

全
で
新
鮮
な
野
菜
が
沢
山
食

　

２
０
２
１
年
6
月
、
故
郷

で
あ
る
豊
平
区
月
寒
東
、
父

の
萩
原
内
科
小
児
科
医
院
跡

地
で
、
約
20
年
間
に
わ
た
る

皮
膚
科
在
宅
医
療
の
経
験
を

基
盤
に
し
て
、
皮
膚
科
在
宅

医
療
に
特
化
し
た
、
ひ
つ
じ

が
お
か
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
院
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

岩
手
医
大
卒
業
後
、
同
大

皮
膚
科
入
局
。
医
師
不
足
の

た
め
、
入
局
2
年
目
か
ら
八

戸
赤
十
字
病
院
・
岩
手
県
立

中
央
病
院
の
皮
膚
科
医
長
を

歴
任
。
多
種
多
様
の
皮
膚
疾

患
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

故
郷
札
幌
に
も
ど
り
、
医

療
法
人
社
団
廣
仁
会
浅
沼
廣

幸
会
長
、
根
本
治
前
理
事
長

の
御
指
導
の
下
、
札
幌
皮
膚

科
旧
在
宅
介
護
医
療
部
で
、

皮
膚
科
在
宅
医
療
を
初
め
て

経
験
。
そ
の
後
、
や
ま
は
な

皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院

し
、
約
17
年
間
、
毎
週
2
～

3
日
、
皮
膚
科
在
宅
医
療
を

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
長
川
嶋
利
瑞

先
生
の
御
指
導
の
下
、
日
本

臨
床
皮
膚
科
医
会
理
事
の
大

役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
際
に
、
公
的
機
関
・
医
療

関
係
者
・
患
者
さ
ん
か
ら
、

皮
膚
科
往
診
の
強
い
希
望
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら

に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
賃
貸
契

約
更
新
の
時
期
が
重
な
り
、

思
い
切
っ
て
皮
膚
科
外
来
診

療
か
ら
皮
膚
科
在
宅
医
療
に

舵
を
切
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。

　

皮
膚
科
在
宅
医
療
に
特
化

し
、
約
1
年
半
が
経
過
。
一

番
の
問
題
は
、
皮
膚
疾
患
の

多
く
は
、
皮
膚
症
状
の
改
善

を
見
た
目
で
判
断
さ
れ
、
患

者
さ
ん
と
そ
の
家
族
・
医
療

介
護
ス
タ
ッ
フ
・
看
護
師
・

主
治
医
の
先
生
方
と
の
総
合

的
な
判
断
で
、
皮
膚
科
再
診

の
希
望
が
少
な
く
、
皮
膚
科

で
処
方
し
た
同
じ
薬
剤
を
内

科
主
治
医
か
ら
継
続
で
処
方

さ
れ
、
治
療
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
治
療
経
過
が
把

握
で
き
ず
、
忸
怩
た
る
思
い

に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
薬
疹
・
悪
性
腫
瘍
・

褥
瘡
・
疥
癬
等
の
重
症
な
皮

膚
疾
患
に
遭
遇
す
る
と
、
北

海
道
医
療
セ
ン
タ
ー
皮
膚
科

廣
崎
邦
紀
先
生
に
御
紹
介
・

御
加
療
い
た
だ
き
、
皮
膚
科

在
宅
医
療
が
貢
献
で
き
た
と

満
足
す
る
瞬
間
も
あ
り
、
あ

と
も
う
少
し
だ
け
、
皮
膚
科

在
宅
医
療
を
続
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
外
来
通
院
が
困
難

で
、
本
当
に
皮
膚
疾
患
で
困

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。２
つ

目
は
食
育
。
子
供
に
食
べ
物

を
育
て
る
楽
し
さ
や
収
穫
し

そ
れ
を
食
べ
た
時
の
美
味
し

さ
を
体
験
し
て
ほ
し
く
て
や

っ
て
い
る
。3
つ
目
は
あ
ま
り

考
え
た
く
は
な
い
が
、
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
、

ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ-

19
等
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
、
異
常
気
象
の
影
響

で
２
０
２
３
年
の
食
料
危
機

は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
か
な
り

深
刻
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
た
め
、
食
糧
難
対
策
の

一
環
と
し
て
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
栽
培
し
た
野

菜
の
種
類
は
、
ト
マ
ト
、
茄

子
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
、イ
ン
ゲ
ン
、

き
ゅ
う
り
、小
松
菜
、サ
ニ
ー

レ
タ
ス
、
大
葉
、
バ
ジ
ル
、
パ

セ
リ
、ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な
ど
で
、

畳
３
︱
４
枚
分
程
度
の
畑
で

は
あ
る
が
い
ろ
い
ろ
楽
し
ん

で
い
る
。春
に
種
や
苗
を
植
え

て
あ
げ
る
と
次
々
に
野
菜
が

育
っ
て
い
き
、野
菜
に
は
全
く

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
困
ら
な

く
な
る
。し
か
も
み
ん
な
で
天

塩
に
か
け
て
育
て
た
野
菜
で

あ
る
た
め
当
然
の
こ
と
で
は

あ
る
が
と
て
も
美
味
し
い
。野

菜
嫌
い
な
お
子
さ
ん
で
も
自

分
で
育
て
た
お
野
菜
は
喜
ん

で
食
べ
る
と
い
う
話
も
耳
に

し
た
こ
と
も
あ
る
。ま
た
夏
休

み
の
ス
ケ
ッ
チ
や
自
由
研
究

の
題
材
に
も
事
欠
か
な
い
。

　

困
っ
た
こ
と
も
時
々
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
無
農
薬
で
育

て
て
い
る
た
め
、
葉
っ
ぱ
の

虫
喰
い
が
酷
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
私
は
虫
さ

ん
へ
の
お
す
そ
分
け
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
あ
ま
り
気
に

な
ら
な
い
が
、
神
経
質
な
方

は
要
注
意
で
あ
る
。
収
穫
の

時
期
を
迎
え
る
と
採
れ
過
ぎ

て
、
毎
日
食
卓
に
並
ぶ（
笑
）

胡
瓜
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
収
穫

の
時
期
を
忘
れ
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
巨
大
化
し
て
ヘ
チ

マ
み
た
い
な
大
き
さ
に
な
り

不
味
く
な
る
の
で
気
を
付
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

家
庭
菜
園
は
こ
れ
か
ら
く

る
で
あ
ろ
う
食
糧
難
の
時
代

に
必
須
と
思
っ
て
い
ま
す
。

採
れ
過
ぎ
た
野
菜
は
オ
イ
ル

漬
け
、
瓶
詰
め
に
し
て
保
存

備
蓄
す
れ
ば
、
有
事
の
際
の

非
常
食
に
な
り
、
家
族
が
生

き
延
び
る
た
め
の
重
要
な
食

料
と
な
る
。
楽
し
く
て
家
族

も
守
れ
る
家
庭
菜
園
、
皆
さ

ん
も
い
か
が
で
す
か
？

皮
膚
科
の
在
宅
医
療
に
特
化
し
て

皮
膚
科
の
在
宅
医
療
に
特
化
し
て

札
幌
支
部  

ひ
つ
じ
が
お
か
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

萩
原
　
千
也

有
事
を
想
定
し
た
家
庭
菜
園

有
事
を
想
定
し
た
家
庭
菜
園

札
幌
支
部  

　
　     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
ユ
ー
大
通
公
園
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

中
谷
　
宇
一
郎

講師の永濱利廣氏

●
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
ま
で　

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科保険診療の研究
会員特別価格 4,000 円

歯科点数早見表
ブリッジ保険適用
会員特別価格 500 円

新点数関連出版物のご案内

歯科
届出医療等の活用と留意点
会員特別価格 3,000 円

在宅医療点数の手引
B5版 約800ページ
会員特別価格 3,000 円

（税込・送料別）（税込・送料別）

（税込・送料別） （税込・送料別）

医科

医科歯科

保険医年金　予定利率引き上げのお知らせ 北海道保険医会共済部　ライフプラン講座

「これからの老後資金づくりと年金受取りを考える」

保険医年金の活用方法や受取り方についてもアドバイスしていただきます。
会員の先生は 必見 です！

　２月１日より、保険医年金の生保各社の引受割合（シェア）見直しに伴い、予定利率
が引き上げとなりました。従来の1.140％から２月１日より1.170％になっており、元
本回復期間も月払・一時払ともに１か月短縮することとなります。長引く低金利環境の
下で、リスク分散を図ると同時に、予定利率の向上を実現しました。

※予定利率とは受託生保各社の予定利率と引受割合により算出した加重平均予定利率です。
	 掛金には運営事務費、委託手数料や遺族年金特約保険料が含まれており、これらを差し引いて
積み立てられます。

～４月から保険医年金のお申込み受付開始します！～
この機会にぜひご加入・増口をご検討ください。

1.170％
（2023年2月1日現在）

1.140％
（2023年1月31日まで）

予定利率 （※） ⇒

＜講演内容＞
・公的年金の仕組み
・私的年金のいろいろ
・�断然有利な� �
保険医年金の活用

・私的年金の受取りと税

 日　　時 	3月18日（土）16:00～18:00

 講　　師 	須藤　臣　氏
	 ＜ファイナンシャルプランナー＞

 開催形式 	オンラインセミナー

 対　　象 	会員および家族

 参 加 費 	無料

日
本
を
成
長
軌
道
に
戻
す
た
め
に
は

日
本
を
成
長
軌
道
に
戻
す
た
め
に
は

株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所
　
永
濱
氏
　
講
演

株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所
　
永
濱
氏
　
講
演

　

本
会
は
１
月
21
日
に
「
世

界
と
日
本
の
経
済
動
向
と
医

療
・
福
祉
に
与
え
る
影
響
」

を
テ
ー
マ
に
ウ
ェ
ブ
講
演
会

を
開
催
し
、48
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
株
式
会
社
第
一
生

命
経
済
研
究
所
の
永
濱
利
廣

氏
（
経
済
調
査
部
首
席
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
）
が
務
め
た
。
氏

生
産
拠
点
国
内
誘
致
、
等
）

②
中
間
層
復
活
の
た
め
に
、

積
極
的
な
金
融
・
財
政
政
策

に
よ
る
需
要
増
を
賃
上
げ
に

つ
な
げ
る
労
働
市
場
改
革
③

高
圧
経
済
形
成
に
よ
り
労
働

需
要
を
積
極
的
に
作
り
出
す

一
方
、
公
共
部
門
の
賃
上
げ

や
雇
用
拡
大
、
人
材
投
資
の

拡
大
・
労
働
市
場
の
流
動
性

を
高
め
、
民
間
の
賃
上
げ
を

は
か
る
④
経
済
正
常
化
ま
で

積
極
的
な
金
融
・
財
政
政
策

持
続
を
行
い
マ
ク
ロ
環
境
が

好
転
す
る
こ
と
で
、
企
業
も

投
資
拡
大
・
賃
上
げ
が
迫
ら

れ
る
⑤
従
来
型（
日
本
特
有
）

の
緊
縮
思
考
か
ら
脱
却
し
、

新
た
な
マ
ク
ロ
安
定
化
政
策

運
営
へ
と
舵
を
切
る
――

の

５
つ
を
論
じ
締
め
く
く
っ
た
。

は
公
共
部
門
の
賃
上
げ
や
雇

用
増
、
医
療
・
福
祉
な
ど
も

含
め
た
相
対
的
に
賃
金
の
低

い
産
業
の
賃
上
げ
を
行
う
こ

と
で
中
間
層
を
底
上
げ
す
る

こ
と
が
重
要
と
強
調
。
長
期

低
迷
が
続
く
日
本
経
済
の
需

要
不
足
と
中
間
層
の
衰
退
と

い
う
悪
循
環
の
打
破
に
は
財

政
政
策
の
拡
大
が
不
可
欠
で

あ
る
と
分
析
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
と
の
経
済
比

較
を
行
い
、
Ｇ
７
の
中
で
日

本
の
20
年
間
の
政
府
債
務
残

高
の
伸
び
率
は
最
も
少
な
く
、

債
務
残
高
の
伸
び
率
が
大
き

い
国
の
方
が
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

成
長
し
て
い
る
こ
と
、
日
本

に
は
負
債
の
見
合
い
の
資
産

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
財
政
健

全
化
論
に
対
し
て
詳
細
な
反

論
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
日
本
を
成
長
軌
道

に
戻
し
て
中
間
層
を
復
活
さ

せ
る
た
め
の
方
策
と
し
て
①

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
に
よ
る
社
会
改

革
推
進
、コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
明
ら
か

と
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食

料
・
経
済
安
全
保
障
等
の
課

題
解
決
に
向
け
た
積
極
投
資

と
規
制
緩
和（
農
地
法
改
正
、

お申込みフォーム
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出
張（
冬
）

　

当
院
は
令
和
４
年
９
月
１

日
付
で
社
会
医
療
法
人
に
認

可
さ
れ
、「
社
会
医
療
法
人
貞

仁
会
新
札
幌
ひ
ば
り
が
丘
病

院
」と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

社
会
医
療
法
人
に
認
可
さ

れ
る
条
件
と
し
て
、
へ
き
地

医
療
が
あ
り
、
小
生
も
出
張

に
行
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る
、

と
あ
る
道
北
の
診
療
所
に
週

末
当
直
に
行
く
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
旭
川

で
Ｊ
Ｒ
を
乗
り
継
い
で
行
き

ま
す
。

　

旭
川
は
以
前
受
験
で
Ｊ
Ｒ

を
使
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も

北
へ
Ｊ
Ｒ
で
行
く
の
は
初
め

て
で
し
た
。

　

先
日
も
１
月
の
連
休
（
１

月
６
日
昼
〜
１
月
10
日
昼
）

で
行
っ
た
の
で
す
が
、
天
塩

川
の
河
原
に
鹿
の
大
群
が
い

て
、
道
産
子
の
私
で
す
が
自

然
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
鹿
と
接
触
し
20
分

程
遅
れ
ま
し
た
が
、
仮
に
正

面
衝
突
で
も
し
て
、
立
ち
往

生
と
な
っ
た
場
合
、
路
線
は

ス
マ
ホ
の
電
波
は
通
ら
な
い

で
す
し
、
周
り
は
家
ど
こ
ろ

か
街
灯
す
ら
な
い
の
で
、
ず

っ
と
列
車
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
ら
と
考
え
る
と
ぞ
っ

と
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
か
な
り
降
雪
が
あ

り
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
駐
車

場
に
向
か
う
10
ｍ
程
を
除
雪

し
ま
し
た
が
、
普
段
や
ら
な

い
の
で
息
が
あ
が
り
、
後
で

筋
肉
痛
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
を
し
に
車
を
運
転
し

た
と
き
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

に
遭
い
、
と
て
も
怖
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

　
宗
谷
本
線
で
倒
木
が
あ
り
、

か
な
り
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま

し
た
が
、
翌
日
に
は
復
旧
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
天

候
の
た
め
ダ
イ
ヤ
も
か
な
り

乱
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と

か
無
事
職
場
に
戻
っ
て
来
れ
、

職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た
。

　

冬
の
出
張
は
色
々
な
意
味

で
ス
リ
リ
ン
グ
で
す
ね
…
。

（
Ｋ
・
Ｈ
）

理
事
会
だ
よ
り

■
第
９
回
理
事
会

日
時　

12
月
27
日（
火
）

場
所　

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①
1
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
保
団
連
第
２
回
代
議
員
会

へ
の
発
言
通
告
に
つ
い
て

③
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
化
撤
回
に
向
け
た
緊
急

要
請
に
つ
い
て

④
﹁
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
﹂
請
願
署
名
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

⑤
北
海
道
保
険
医
会
代
議
員

︿
12
月
﹀

27
日　

第
９
回
理
事
会

︿
１
月
﹀

19
日　

保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

21
日　

公
開
医
政
講
演
会

25
日　
開
業
医
実
務
セ
ミ
ナ
ー

31
日　

第
10
回
理
事
会
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て
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■
第
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回
理
事
会

日
時　

1
月
31
日（
火
）

場
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本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①
２
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
関
す
る
道

議
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て

③
第
11
回
代
議
員
総
会
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
④
役
員
退
任
功
労
金
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

吉
成　

純
一
先
生

５
月
26
日
ご
逝
去（
55
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　厚労省は医薬品の安定供給問題を踏まえた診療報酬上の特例措置について、一定の
施設要件を満たすことで一般名処方や後発医薬品使用体制等の加算について、特例措
置を講ずるとしています。
　今号では特例措置の内容について解説いたしますのでご確認ください。
　なお医療情報・システム基盤整備体制充実加算（体制充実加算）の特例措置につい
ては紙面の都合で割愛しております。厚労省ホームページなどから詳細をご確認くだ
さい。

■　特例措置の全体像

※ 特例措置は、医薬品の供給が不安定な状況を踏まえ、適切な提供に資する取組を実
施した場合が対象

○ 　医薬品の供給が不安定な状況を踏まえ、患者への適切な薬剤の処方などの観点から、
保険医療機関に対する加算について、特例措置を講ずる。

○ 　この特例措置は、2023年４月から12月まで（９か月間）時限的に適用する。

①一般名処方加算
　�　一般名処方加算について、一般名処方を推進することにより、保険薬局において
銘柄によらず調剤できることで対応の柔軟性を増し、患者に安定的に薬物治療を提
供する観点から、一般名処方加算の評価の特例措置を講ずる。（2023年４～12月）

・処方箋料
　一般名処方加算1　７点�→��下記「追加の施設基準」を満たしている場合は�

９点（＋2点）
　一般名処方加算2　５点�→��下記「追加の施設基準」を満たしている場合は�

７点（＋2点）

［算定要件］
�交付した処方箋に1品目でも一般名処方が含まれている場合に一般名処方加算2
を、後発医薬品が存在する全ての医薬品が一般名処方されている場合には一般名処方
加算1を算定する。

一般名処方のイメージ

②後発医薬品使用体制加算【入院基本料等の関係】
　後発医薬品使用体制加算について、医薬品の供給が不安定な状況を踏まえ、後発医
薬品の推進を図りながら、医薬品の安定供給に資する取組を実施する場合の評価の特
例措置を講ずる（2023年４月～12月）。

・後発医薬品使用体制加算（入院初日）
後発医薬品使用体制加算１（90％以上）47点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は67点（＋20点）
後発医薬品使用体制加算２（85％以上）42点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は62点（＋20点）
後発医薬品使用体制加算３（75％以上）37点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は57点（＋20点）

③外来後発医薬品使用体制加算
　外来後発医薬品使用体制加算について、医薬品の供給が不安定な状況を踏まえ、後
発医薬品の推進を図りながら、医薬品の安定供給に資する取組を実施する場合の評価
の特例措置を講ずる（2023年4月～12月）。

・処方料
外来後発医薬品使用体制加算１（90％以上）５点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は７点（＋2点）
外来後発医薬品使用体制加算２（85％以上）４点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は６点（＋2点）
外来後発医薬品使用体制加算３（75％以上）２点
→下記「追加の施設基準」を満たしている場合は４点（＋2点）

現行の加算 特例措置

診療報酬

処方箋料の関係
　一般名処方加算１　７点
　一般名処方加算２　５点

＋２点

入院基本料等の関係（※入院初日）
　後発医薬品使用体制加算１ (90％以上)　47点
　後発医薬品使用体制加算２ (85％以上)　42点
　後発医薬品使用体制加算３ (75％以上)　37点

＋20点

処方料の関係
　外来後発医薬品使用体制加算１ (90％以上) ５点
　外来後発医薬品使用体制加算２ (85％以上) ４点
　外来後発医薬品使用体制加算３ (75％以上) ２点

＋２点

［追加の施設基準］
　薬剤の一般的名称を記載する処方箋を交付する場合には、医薬品の供給状況等を
踏まえつつ、一般名処方の趣旨を患者に十分に説明することについて、当該保険医
療機関の見やすい場所に掲示していること。

［追加の施設基準］
⑴ 　後発医薬品使用体制加算に係る届出を行っている保険医療機関であること。
⑵ 　医薬品の供給が不足等した場合に当該保険医療機関における治療計画等の見直
しを行う等適切に対応する体制を有していること。
⑶ 　⑴及び⑵の体制に関する事項及び医薬品の供給状況によって投与する薬剤を変更
する可能性があること及び変更する場合には入院患者に十分に説明することについ
て、当該保険医療機関の見やすい場所に掲示していること。

［追加の施設基準］
⑴ 　外来後発医薬品使用体制加算に係る届出を行っている保険医療機関であること。
⑵ 　医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して十分な対応
ができる体制が整備されていること。
⑶ 　⑴及び⑵の体制に関する事項並びに医薬品の供給状況によって投与する薬剤を変
更する可能性があること及び変更する場合には患者に十分に説明することについて、
当該保険医療機関の見やすい場所に掲示していること。

銘柄名処方
原則、当該銘柄を用いて調剤
○○○錠 20㎎ 　２錠
（銘柄名＋剤形＋含量）

１日２回朝食後・就寝前○日分

一般名処方
有効成分が同一であれば、どの後発医薬品も調剤可能

【般】ファモチジン錠 20㎎ 　２錠
（一般的名称＋剤形＋含量）
１日２回朝食後・就寝前○日分

税務編

労務・雇用管理編

会場 オンライン配信
（WEB会議アプリZoomを使用）

対象 医科、歯科会員、会員が所属する医療機関職員
申込 FAXまたはQRコード（HP）からお申込み

日時

講師

2023年3月 22日（水）19：00～20：30
吉岡　健司 氏
税理士・株式会社吉岡経営センター
常務執行役員

「医療機関の税務について基本を学ぼう」「医療機関の税務について基本を学ぼう」

日時

講師

2023年3月 29日（水）19：00～20：30
原田　三恵 氏
特定社会保険労務士・
社会保険労務士法人 プラスワン オフィス８サッポロ 所長

「医療機関の労務・雇用管理について基本を学ぼう」「医療機関の労務・雇用管理について基本を学ぼう」

開業医開業医のためののための実務セミナー実務セミナー 参加無料

※3月20日締切

※3月28日締切

診療報酬上の特例措置について
（2023年４月～12月）


